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［電車 ・ バスでのアクセス］

●JR ・ 京急「観見駅」から「東部病院行」バスで約10分

●JR ・ 京急「Ill崎駅」から「東部病院行」バスで約10分

●JR 「尻手駅」から徒歩で約15分

［お車でのアクセス］

●横浜方面：「浜川崎IC」または「汐入IC」出口から約15分

●東京方面：「岸谷生麦IC」または「了安IC」出口から約15分

東部がんセンターの情報はホームページでもご覧いただけます。

https://www.tobu.saiseikai.or.jp/cancer-center01/ 
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キャンサ ーボー ドとは、がん患者さんに最善の治療を提供する目的

で開催している検討会のことです。

緊急キャンサ ー ボー ドは原発不明がんや重複がんなど、診療科の

垣根を越えた検討が必要な湯合に開催し、定例キャンサ ーボー ドは、

がん診療に関わる全ての医療スタッフを対象に、知識と情報の共有

を目的とした事例検討・講祗を行っています。

骨転移の症状および合併症である疼痛、

病的骨折、脊髄麻痺などはADLの低下や

予後の悪化の恐れがあるため、早期診断・

早期治療、その後の整形外科的マネジメン

トが重要です。

骨転移がんの患者さんを支えるために、

整形外科、放射線診断科、放射線治療科、

リハピリテ ー ション科など複数の診療科

で、診断・治療方針を検討し情報共有する

ことで、緊急手術の減少、QOLの維持・向

上を実現します。

ロボット支援手術は緻密で複雑な手術操作が可能で、難しい手術

をより安全に実施することができます。また、腹腔鏡と同じ内視鏡手

術のため、患者さんの身体にやさしい治療です。

当院では2012年から手術支援ロボット「ダビンチ」を使用した手術

を累計およそ800件実施しており、胃がん、前立腺がん、腎臓がん、膀

脱がん、子宮体がんの手術が受けられます。

(2020年度直腸がん・肺がん開始予定）

ひとりの患者さんが「がん」になっても、そ

の人にとって適切な治療が手術なのか、内

視鋭治療なのか、抗がん剤治療なのか、そ

れぞれ事情は異なります。

臓器別クラスク ー カンファレンスではそれ

ぞれの識器ごとに、内科、外科などが患者さ

ん一人ひとりにとって最適な治療を合議で

決定していきます。

決して初診医の個人的な考えでは治療

方針は決まりません 。病院としてのがん診療

の質を担保するものです。

--- りロボット手術センター
公式キャフクター

「ロボてくんl

口腔は食事をするための大切な器官で

す。がん治療の副作用が口腔粘膜炎（口内

炎）となって現れる事がありますが、口の中

の乾燥や疼痛があると食事の摂取が困難

となりQOLの低下を招きます。しっかりと口

腔ケアを行いい腔内を清潔に保つ事が重

要です。

口腔の機能を維持するための口腔ケア

は、がん治療の重要な支持療法です。東部

がんセンク ーでは、地域の歯科 クリニックと

連携体制で行っています。

f About Us 

地域と東部がんセンクー

手術や放射線治療は当院での治療が必要ですが、高血圧や糖尿

病などの併存疾患の治療や治療後の経過蜆察などは患者さんのご

自宅近くで診療を受けられるよう医療機関と連携し、長く続くがん診

療をなるべく負担なく行えるような体制を整えています。医療機関同

士の情報交換を徹底的に行うため地域連携パスなどを使用し、患者

さん・病院間での情報共有にも努めています。

神奈川県

東部がんセンターの治療の流れ

「地域がん診療連携拠点病院」として
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地域がん診療連携拠点病院

厚生労働省の指定する「地域がん診療連携拠点病院」として、専

門的ながん医療の提供、地域の他の医療機関との連携、がん患者さ

んに対する相談支援、情報提供などを行っています。

24時間対応可能

24時間・365 日いつでも急な病状の変化に対応できる救急医療体

制を整えています。
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がん と分かっ てから治療を受けて退院する ま で、 多く の専門職が関わ り 、 患者さ ん を し っか り フォロー いた し ま す 。

［ 緩和ケアセンター ・がん相談支援センターがん云護外来 ］ 

一般病院
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